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日  時 2007 年 6 月 22 日（金）第 5 校時 

対 象 者 全日制課程 普通科 2 年 5 組 12 名 

授業者名 東京都立千歳丘高等学校 教諭 石井 啓 

場  所 2 号館 1 階 第 3 選択室 
 

1. 単元名 3 章 いろいろな関数  3 節 対数関数 

教科書 正田 實 他，『 高等学校 新数学 II 』，第一学習社，2003 年． 

副教材 岡谷 仁，神永 浩 編，『 アクセスノート 数学 II 』，実教出版，2003 年． 
 

2. 単元の目標 ・対数の定義を理解し，対数の性質を使って計算ができる． 

・簡単な対数関数のグラフがかけ，それを利用して数の大小比較ができる． 

・常用対数を用いて，整数の桁数が求められる． 
 

3. 生徒の実態 ・定員割れのため，全員合格となった生徒たちである．第 1 学年次に 50 名の転退学 

者が出ており，状況の変化が生じているが，学力差は例年よりもある． 

・考査得点が中位層以上の生徒でも，小学校における知識（特に計算）にかなり不安

がある生徒が少なくない． 

・1 クラス 2 展開の習熟度別授業を行っている．本授業は数学を苦手とする生徒で編

成されている． 

・数学を苦手とする生徒たちであるが，第 2 学年の中では最下位層ではない． 

・静かに授業を受けているが，反応が乏しいため，淡々とした展開が多い． 
 

4. 単元について ・数学 I で三角関数の導入部分を扱ったので，数学 II は三角関数から学習に入った． 

そのため，同じ単元に含まれる指数関数および対数関数を1学期に学ぶこととした． 
 

5. 単元の評価規準 
 ア．関心・意欲・態度 イ．数学的な見方・考え方 ウ．技能・表現 エ．知識・理解 

単元の評価規準 

対数や対数関数に関心を

持ち，その有用性を認識

するとともに，それらを

事象の考察に活用する． 

対数や対数関数における

数学的な見方や考え方を

身につけ，事象を数学的

にとらえ，論理的に考え

る． 

対数や対数関数の性質を

利用し，事象を数学的に

表現する仕方を身につ

け，よりよく問題を解決

する． 

対数や対数関数の定義，

性質，有用性などを理解

し，基礎的な知識を身に

つける． 

学習活動に即し

た具体的な評価

基準 

①指数と対数の関係を考

察しようとする． 

②対数関数のグラフや対

数の性質を使って，事

象の考察をしようとす

る． 

①対数の性質を導く過程

を考察することができ

る． 

②対数関数の性質を使っ

て考察することができ

る． 

①対数の値を求められ

る． 

②対数関数のグラフをか

ける． 

③常用対数を用いて整数

の桁数を調べられる． 

①指数と対数の関係につ

いて理解している． 

②対数や対数関数のグラ

フの性質を理解してい

る． 
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6. 単元の指導計画と評価計画（7 時間扱い） 

時間 学習内容 評価規準［評価方法］ 

第 1 時 対数の定義を理解する． ア－①・エ－① ［観察］ 

第 2 時 対数の値を求める． ウ－①     ［プリント］ 

第 3 時 対数の性質を理解する． イ－①     ［観察］ 

第 4 時 対数の性質を使って対数の値を求める． イ－②・エ－② ［プリント］ 

第 5 時 

（本時） 
対数関数のグラフをかく． ウ－②     ［観察・プリント］ 

第 6 時 対数関数のグラフを活用する． ア－②・エ－② ［観察・プリント］ 

第 7 時 常用対数を活用する． ウ－③     ［プリント］ 

 

7. 授業観察の視点 ・対数関数のグラフを，指数関数のグラフを利用してかく．【既習内容の活用】 

・生徒の活動の時間を確保する．【講義と作業のバランス】 
 

8. 本時（第 5 時） 

P 本時の目標 ・対数関数のグラフをかくことができる． 

・指数関数のグラフと対数関数のグラフの関係を理解する． 

 

Q 本時の展開 

時間 ○学習内容 ・学習活動 指導上の留意点 評価規準［評価方法］ 

導
入
︵
10
分
︶ 

○ 3 xy  のグラフをかく 

・プリントにグラフをかく． 
 

○対数関数の定義 

・対数関数の定義を書く． 

○ 

・教科書，ノートの参照可． 

 

展
開
Ⅰ
︵
20
分
︶ 

○ 3logy x のグラフをかく 

・ 3logy x を指数の形で表す． 

3log 3 yy x x    

○ 
 

・ 3 xy  と 3 yx  の関係を考え

る． 
 

・ 3 xy  のグラフをどうすれば， 

3logy x （すなわち 3 yx  ）

のグラフになるかを考える． 
 

・ 3logy x のグラフをかく． 

○ 

・ 3logy x のグラフは 3 yx  の

グラフであることを意識させ

る． 
 

・x 軸と y 軸が入れかわっている

ことに気づかせる． 
 

・OHP シート製の教具を使い，

どのように軸を動かすのかを

発問しながら考えさせる． 
 

・ 3 xy  のグラフと直線 y x に

関して対称なことを確認して

からかかせる． 

○ 

・エ－①［発問］ 

○ 

○ 
 

○ 

○ 
 

○ 

○ 

○ 
 

・ウ－②［観察］ 



展
開
Ⅱ
︵
10
分
︶ 

○ 1
2

logy x のグラフをかく 

・
1

2

x

y  f F のグラフをもとにし

て 1
2

logy x のグラフをかく． 

○ 1
2

logy x  

・机間指導
1

2

x

y  f F  

1
2

logy x  

○ 1
2

logy x  

・ウ－②［観察］
1

2
 

 

ま
と
め
︵
10
分
︶ 

○対数関数のグラフのまとめ 

・対数関数のグラフのまとめを

ノートに書く． 
 

○宿題の配布 

○ 

・授業で使用したプリントの回

収を指示する． 

○ 

・ウ－②［プリント］ 

 

R 座席配置 
 教卓  

    
        

    

        
    

        
    

 

S 教材・教具 
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